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（単位：千円）

★令和５年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施計画

Ａ

Ｂ１ Ｂ２

交付対象経
費

国のR4予算
分（交付限
度額①、
②、③）

国のR4予算
分（交付限
度額④）

Ｂ３'
国のR4予算
分（交付限
度額⑤）

Ｂ３''
国のR4予算
分（交付限
度額⑥）

Ｂ４’
国のR4予算
分（交付限
度額⑦、
⑧）

Ｂ４’’
国のR4予算
分（交付限
度額⑨、
⑩）

国庫補助額

その他
（一般財源
や補助対象
外経費等）

合計  187,708  121,357  1,152  -  -  76,749  42,690  766  -  66,351 

低
所
得
者
世
帯
給
付
金
に
係
る
部
分

本
体
分

1 R4 単 ○ ○

電力・ガ
ス・食料品
等価格高騰
交付金事業
【低所得者
世帯給付
金】

－ ○ ○

④-Ⅳ．コロナ禍にお
いて物価高騰等に直
面する生活困窮者等

への支援

○ －  42,690  42,690  42,690 

①コロナ禍における物価高騰等の影響を受ける中、特に家計へ
の影響が大きい低所得世帯（住民税非課税世帯）に対し、経済
的な負担軽減を図るため
②R5住民税非課税世帯に 1世帯＠30千円の給付金
③給付金1,423世帯×30千円＝42,690千円
④R5住民税非課税世帯（1,423世帯）

－ － ○ － R5.5 R6.3 申請件数1200件以上 HP、広報誌 R5補正（地）

所
得
者
世
帯
給
付
金
に
係
る
部

事
務
費

2 R4 単 ○ ○

電力・ガ
ス・食料品
等価格高騰
交付金事業
【低所得者
世帯給付
金】（事務
費）

－ ○ ○

④-Ⅳ．コロナ禍にお
いて物価高騰等に直
面する生活困窮者等

への支援

○ －  766  766  766 

①コロナ禍における物価高騰等の影響を受ける中、特に家計へ
の影響が大きい低所得世帯（住民税非課税世帯）に対し、経済
的な負担軽減を図るための事務経費
②R5住民税非課税世帯にの給付に係る事務費
③事務費766千円
　 消耗品48千円、通信運搬費120千円、手数料158千円、業務委
託料440千円
④R5住民税非課税世帯（1423世帯）

－ － ○ － R5.5 R6.3 申請件数1200件以上 HP、広報誌 R5補正（地）

低
所
得
者
世
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給
付
金

以
外
に
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る
部
分

R
4
予
備

(
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知

)

3     

低
所
得
者
世
帯
給
付
金

以
外
に
係
る
部
分

R
4
予
備

(

R
4
 

.
9
月
通
知

)
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低
所
得
者
世
帯
給
付
金

以
外
に
係
る
部
分

R
4
補
正
・

R
4
予
備

(

R
4
 
.
4
月
通

知

) 5     

低
所
得
者
世
帯
給
付
金

以
外
に
係
る
部
分

事
務
費

6     

7     

8 R4 単 ○ －

水道事業会
計負担金
（基本料金
の免除）

－ ○ ○

④-Ⅳ．コロナ禍にお
いて物価高騰等に直
面する生活困窮者等

への支援

○

⑨推奨事業メ
ニューよりも更
に効果があると

考える支援

物価高騰の影響を受けている生活者・事
業者に対し、ライフラインである水道料
金の基本料金を減免することで、平等で
より効果的な物価高騰対策となるため

 56,828  51,145  51,145  5,683 

①コロナ禍における物価高騰等の影響を受ける中、多重な影響
を受けている市の水道利用者・事業者に対し、上水道及び簡易
水道の基本料金を免除することで、経済的な負担軽減を図るた
め
②水道基本料金の減免相当分（6ヶ月）に要する費用（水道事業
会計への繰出金）
③上水道分　35,080千円、簡易水道分　21,748千円
　 その他内訳：事業費に対し10％を一般財源として充当
④尾花沢市大石田町環境衛生事業組合水道事業
　 尾花沢市簡易水道事業
　（公共施設を含まない）

－ － － － R5.7 R5.12 対象者への減免実施率100％ HP、広報誌 R5補正（地）

9 R4 単 ○ －
学校給食費
食材支援事
業補助金

－ ○ ○
④-Ⅱ．エネルギー・
原材料・食料等安定

供給対策
○

②エネルギー・
食料品価格等
の物価高騰に

伴う子育て世帯
支援

 2,940  2,646  2,646  294 

①コロナ禍における物価高騰等の影響を受ける中、これまで通り
栄養バランスや量を保った学校給食等が実施されるよう原材料
費に対し支援するため
②高騰した分の食材購入費（教職員除く）
③補助金 1食当り＠290円×10％（消費者物価指数による上昇
率）＠29円×198回（1～3学期）×512人＝2,940千円
　 その他内訳：事業費に対し10％を一般財源として充当
④自校給食方式の小学校に通う児童及びその保護者

－ － － － R5.4 R6.3 1食当り＠290円の維持 HP R5補正（地）

10 R4 単 ○ －

農業水利施
設等電気料
金高騰支援
事業

－ ○ ○
④-Ⅱ．エネルギー・
原材料・食料等安定

供給対策
○

⑥農林水産業
における物価高

騰対策支援
 1,600  1,440  1,440  160 

①コロナ禍における物価高騰等の影響を受ける中、農業者のコ
スト増を緩和し、農業者の支援を図るため
②水利使用する団体及び土地改良区に対する電気代の助成費
用
③R5.4～9月における電力量料金のうち、R3との比較で上昇した
差額分1/2（改良区は1/4）を支援　1,600千円
　その他内訳：事業費に対し10％を一般財源として充当
④水利使用する団体及び土地改良区（10団体）

－ － － － R5.12 R6.3 申請件数4件以上 HP R5補正（地）

11 R4 単 ○ －
福祉灯油助
成事業

－ ○ ○
④-Ⅰ．原油価格高

騰対策
○

①エネルギー・
食料品価格等
の物価高騰に
伴う低所得世

帯支援

 6,460  1,944  1,944  4,516 

①コロナ禍における物価高騰等の影響により、エネルギー価格
が高騰したため、低所得世帯の経済的負担の軽減を図る
②灯油購入に対する助成券の費用
③860世帯×￥7500＝6,450千円、消耗品10千円　合計6,460千
円、その他（県補助金4,300千円、一財216千円）
④低所得世帯（860世帯）

－ － － － R5.9 R6.3 申請件数600件以上 HP R5補正（地）

12 R4 単 ○ －

保育施設原
油価格・物
価高騰対策
事業

－ ○ ○
④-Ⅱ．エネルギー・
原材料・食料等安定

供給対策
○

②エネルギー・
食料品価格等
の物価高騰に

伴う子育て世帯
支援

 2,250  2,025  2,025  225 

①コロナ禍における物価高騰等の影響により、原油価格・物価が
高騰したため、光熱費や燃料代、賄材料費に対し、民間保育施
設の経済的負担の軽減を図る
②民間保育園の光熱費・燃料代・賄材料費に対する助成費用
③利用定員1名につき10千円×225名＝2,250千円、その他内訳：
事業費に対し10％を一般財源として充当
④民間保育施設（3園）

－ － － － R5.12 R6.3 申請件数3件以上 HP R5補正（地）

13 R4 単 ○ －
学校給食原
材料費高騰
対策事業

－ ○ ○
④-Ⅱ．エネルギー・
原材料・食料等安定

供給対策
○

②エネルギー・
食料品価格等
の物価高騰に

伴う子育て世帯
支援

 517  465  465  52 

①コロナ禍における物価高騰等の影響を受ける中、これまで通り
栄養バランスや量を保った学校給食等が実施されるよう原材料
費に対し支援するため
②高騰した分の牛乳購入費（教職員除く）
③牛乳代 1本当り＠5.8円×89,000食/年≒517千円
　 その他内訳：事業費に対し10％を一般財源として充当
④共同調理給食方式の小中学校に通う児童・生徒及びその保護
者

－ － － － R5.12 R6.3 牛乳1本当り＠56円の維持 HP R5補正（地）

14 R4 単 ○ －

飼料価格高
騰対策支援
事業
【重点交付
金分】

－ ○ ○
④-Ⅱ．エネルギー・
原材料・食料等安定

供給対策
○

⑥農林水産業
における物価高

騰対策支援
 28,800  17,075  17,075  11,725 

①コロナ禍における物価高騰等の影響により、、配合飼料価格
が高騰したため、畜産経営者のコスト増を緩和し、畜産経営者の
支援を図る
②配合飼料購入に対する助成費用
③基準日時点で市内で飼育している肉用牛及び乳牛1頭あたり
3,000円を支給　9600頭×3,000円＝28,800千円
　その他内訳：事業費に対し10％を一般財源2,853千円として充
当。事業費の残り1,152千円はNo.15で対応。その他残り7,720千
円は物価対応重点支援地方創生臨時交付金を充当。
④畜産経営者

－ － － － R6.3 R6.3 申請件数20件以上 HP R5補正（地）

15 R4 単 ○ －

飼料価格高
騰対策支援
事業
【通常分】

○ － ○
④-Ⅱ．エネルギー・
原材料・食料等安定

供給対策
○ －  28,800  1,152  1,152  27,648 

①コロナ禍における物価高騰等の影響により、、配合飼料価格
が高騰したため、畜産経営者のコスト増を緩和し、畜産経営者の
支援を図る
②配合飼料購入に対する助成費用
③基準日時点で市内で飼育している肉用牛及び乳牛1頭あたり
3,000円を支給　9600頭×3,000円＝28,800千円
　その他内訳：事業費に対し10％を一般財源2,853千円として充
当。事業費の残り17,075千円はNo.14で対応。その他残り7,720千
円は重点支援臨時交付金を充当。
④畜産経営者

－ － － － R5.4 R6.3 申請件数20件以上 HP R5当初（地）

16 R4 単 ○ －

小中学校給
食費助成事
業【重点交
付金分】

－ ○ ○
④-Ⅱ．エネルギー・
原材料・食料等安定

供給対策
○

②エネルギー・
食料品価格等
の物価高騰に

伴う子育て世帯
支援

 16,057  9  9  16,048 

①コロナ禍における物価高騰等の影響により、、原材料費に対し
補助することで、小中学校の保護者を経済的に支援するため
②給食費（教職員除く）。No.13の給食費高騰対策以外の通常分
290円のうち、給食費1/2助成、また第3子以降の児童生徒に対し
給食費を全額助成
③半額（＠290円×196回×514人）×1/2≒14,608千円、全額
1,449千円　　その他の内訳：一般財源16,038千円として充当。事
業費の残りは国R5補正分10千円（重点支援臨時交付金10千
円）。
④自校給食方式の小中学校に通う児童・生徒及びその保護者

－ － － － R5.4 R6.3 給食費未納者10％以下 HP R5当初（地）

交付金の区分

Ｂ３ Ｂ４

Ｎｏ

国
の
予
算
年
度

補
助
・
単
独

コロナ禍
において
原油価
格・物価
高騰等に
直面する
生活者や
事業者に
対する支
援

交付対象事
業の名称

所
管

コロナ感染
症への対応
として必要
な事業

対象外経
費に臨時
交付金を
充当して
いない

種類

事業の概要(①②③④を必ずそれぞれの項目毎に明記)
①目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③積算根拠（対象数、単価等）
④事業の対象（交付対象者、対象施設等）

検査促進枠
の地方負担
分に充当

特定事業者等
支援

個人を対象と
した給付金等

基金
事業
始期

事業
終期

成果目標（可能な限り定量的指
標を設定）

地域住民への周知方法（HP,広報
紙など）

参考資料

備考①
（地方単独事業に関
連している国庫補助
事業がある場合、そ
の国庫補助事業名と
所管省庁名）

予算区分
低所得世
帯支援枠
を活用す
る事業

通
常
交
付
金

重
点
交
付
金

経済対策との関係
⑨を選択した場合、より効果があると

考える理由
総事業費

Ｂ Ｃ Ｄ


